
臨床研究の実施について 

 

国家公務員共済組合連合会名城病院では倫理委員会で審査され、病院長の承認を得て以

下の臨床研究を実施しております。本研究では、既に存在する診療情報を利用させていた

だきます。国が定めた指針に基づき対象患者さんから直接同意を取得する代わりに、研究

の目的を含めて情報を公開し、更に拒否の機会を保障することが必要とされています。 

この研究の対象に該当し、診療情報等が利用されることをご了承できない場合など、お

問い合わせがありましたら、下記の問い合わせ先へご照会ください。 

なお、研究不参加を申し出られた場合でも、以後の診療において何ら不利益を受けるこ

とはありません。 

 

1）課題名 

腰椎後方進入椎体間固定術における角度可変式 PEEK cageの有用性の検討 

2）研究責任者 

 整形外科 小原徹哉 

3）研究の対象 

 研究対象は 2019.2月以降に当科で腰仙椎に対して後方進入椎体間固定術（PLIF）を行っ

た症例のうち、画像データや術前後の臨床成績の調査が可能な症例。 

4）研究の目的・方法 

【研究の目的】 

 腰仙椎固定術における角度可変式 PEEK cage の術後骨癒合率、合併症、臨床成績を明ら

かにすること。 

【研究の方法】 

 後方視研究（2019.2月～2022.6月の期間に角度可変式 PEEK cageを使用して腰椎後方進

入椎体間固定術を行った症例を対象に、術後成績を臨床スコア及び画像的に調査する） 

5）研究期間 

 2022.11.1〜2024.3.31 

6）研究に利用させていただく情報 

 カルテ内診療情報、画像情報 

7）参加機関（参加予定も含みます） 

 名城病院 

8）個人情報の取り扱い 

 研究責任者が個人情報の管理を行い、画像情報含めて匿名化下情報のみ使用する 

9）問い合わせ先 

 国家公務員共済組合連合会名城病院 整形外科 小原徹哉 

 〒460-0001 名古屋市中区三の丸 1丁目 3番 1号 

 TEL 052-201-5311  FAX 052-201-5318 


